
2030 VISION

「走る歓び」で移動体験の感動を量産するクルマ好きの会社になる。
1. マルチソリューションで温暖化抑制に取り組み、持続可能な地球の未来に貢献する。
2. 心と身体を見守る技術で、誰もが安全・安心・自由に移動できる社会に貢献する。
3. 日常に動くことへの感動や心のときめきを創造し、一人ひとりの「生きる歓び」に貢献する。

マツダ経営基本方針
・地球温暖化抑制への貢献　 ・安全/安心なクルマ社会の実現　 ・ブランド価値経営の継続

主要取り組み
■カーボンニュートラル（CN）
地球環境を守り持続可能な循環型社会に向け、クルマの
「つくる、はこぶ、つかう、もどす」の過程をスコープにした、
CNの取り組み。

■電動化 
内燃機関、電動化技術、代替燃料など、さまざまな組み合わせ
とソリューションを持ち地域の電源事情に応じて、適材適所で
提供していく「マルチソリューション」の取り組み。

■人とITの共創による価値創造
人の能力を最大限引き出せるよう人間の研究を推進。

■原価低減とサプライチェーン強靱化 
サプライチェーン/バリューチェーンで原価低減力・減産抵抗力
を強化する取り組み。
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2030年に向けた経営基本方針

Mazda Motor Corporation

- 2050　カーボンニュートラルに挑戦
Commitment to go CN

- 2035　自社工場のカーボンニュートラル実現
Commitment to making Mazda factories CN 
worldwide

「人を深く知る」
In depth research of people

人の五感で感じる「走る歓び」
Driving pleasure experienced

by human senses

マルチソリューションによる
本格的な環境貢献

Multi-solutions make a substantial
contribution to the environment
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Mazda Motor Corporation
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2050年 カーボンニュートラルへの挑戦
Endeavor for carbon neutrality by 2050

マツダは、2050年のサプライチェーン全体でのカーボンニュー
トラルへの挑戦を宣言しました。クルマのライフサイクル全体で
の視点（LCA）と、燃料に関わる「Well-to-Wheel」視点の両面
でCO２削減に取り組んでいます。

2030年には、生産する全商品に電動化技術を搭載予定。
BEV比率は25～40%を想定。3つのフェーズを経て、地域
特性と環境ニーズに適した電動化戦略を進め、地球温暖化
抑制の解決に貢献していきます。

Mazda announced that it will endeavor to achieve carbon neutral(CN) for its entire 

supply chain by 2050. We make e�orts to reduce CO2 emissions from both 

perspectives of “well-to-wheel” and of reducing emissions over a car’s entire lifecycle. 

マツダの視点：「Well-to-Wheel」「LCA」

Life-Cycle
自動車（製品）に関わる
資源採掘から
廃棄までのサイクル

Well-to-Wheel
燃料に関わる採掘から
使用までのサイクル

■ 2030年に向けた商品の電動化 Product electrification for 2030

2035年にグローバル自社工場でのCNを実現するため、グ
ローバルでのCO2排出量の約75%を占める国内の自社工
場と事業所における中間目標とロードマップを具体化しま
した。中間目標として、2030年度にCO2排出量を2013年
度比で69%削減することを目指します。

■ 2035年に向けた事業の脱炭素化
E�orts towards CN business for 2035

By 2030, 100% of Mazda products will be electrified and pure-electric vehicles will 

account for 25 to 40% of those. Throughout the three phases, we will steadily 

implement an electrification strategy suited to local characteristics and requirements 

for the environment to make contributions to solving social issues and curbing 

global warming.

PHASE1
2022-2024

ENHANCE TECHNOLOGY
DEVELOPMENT

FOR THE AGE OF ELECTRIFICATION

PHASE2
2025-2027

TRANSITION TO
ELECTRIFICATION

FULL SCALE LAUNCH
OF BEVS

PHASE3
2028-2030

EV専用群　EV MODELS

Skyactiv Scalable EV Architecture

SKYACTIV EV専用
スケーラブルアーキテクチャー

LARGE群　LARGE PRODUCT GROUP  
縦置き型 SKYACTIVマルチソリューション
スケーラブルアーキテクチャー

SMALL群　SMALL PRODUCT GROUP

横置き型 SKYACTIVマルチソリューション
スケーラブルアーキテクチャー

電動化時代に向けた
開発強化

電動化への
トランジション

BEV
本格導入

Longitudinal layout Skyactiv Multi Solution 
Scalable Architecture

Transverse layout Skyactiv Multi Solution
Scalable Architecture

商品/技術の「ビルディングブロック構想」
Building competitive technologies for electrification

Mazda specified the medium-term targets and roadmap towards achieving CN 

at its plants and operational sites in Japan, which account for approximately 75% 

of its global total CO2 emissions, as part of its e�orts to attain CN at all Mazda 

plants globally by 2035.
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省エネ　Energy conservation

・CO2排出量削減の効果が高い設備投資を加速
・生産性改善、設備の高効率化および業務効率化
・技術革新（塗装吹付塗着効率の向上、熱処理炉の低温化など）

再エネ導入　Introduce renewable energy

・本社工場内発電設備を石炭からアンモニア専焼へ燃料転換
・各拠点における地域と連携したコーポレートPPA※1）の活用
・電力会社から再生可能エネルギー等非化石電源由来電気の購入
　 ※1）Power Purchase Agreement

CN燃料導入等　Introduce CN fuels, etc.

・中国地域創出のJ-クレジット（森林吸収）取得
・社内輸送車両などの燃料を次世代バイオ燃料などへ転換

CX-60 Biofuel Vehicle
公道実証車

電力買取

料金支払

再エネ電力供給

料金支払

再エネ発電所新規開発 長期再エネ電力利用

PPAの仕組み

太陽光発電設備



Mazda Motor Corporation

移動体験の感動を創造し、一人ひとりの「生きる歓び」に貢献するために、MBD（モデルベース開発）/
MBR（モデルベースリサーチ）＋AIを活用し、人の能力を最大限に引き出す研究開発を推進しています。

To contribute to each person’s “Joy of Living” by creating moving and emotional experiences, Mazda is promoting R&D that 

brings out the maximum potential of humans by MBD (Model Based Development)/MBR (Model Based Research) + AI.

研究開発におけるDXの取り組み事例
Examples of DX in research and development

■開発効率化と新価値創造に貢献するMBD/MBR　MBD/MBR contributing to development e�ciency improvement and new value creation

MBDとは、現象や振る舞いを数式化したモデルを使って、机上で商品開発を行う取り組み。共通のモデルによる会社間・部署間連携で効率化が可能となる。
MBRとは、大学等での基礎研究にシミュレーション技術を活用し、産学で共通のモデルを使用することで「サイエンスとエンジニアリングの境界」を越える取り組み。

■MBD/MBR＋AIの期待効果－効率化　Expected achievements with MBD/MBR＋AI - E�ciency

①従来は設計、試作、実験、再設計…を繰り返していた。MBDにより、OEMとサプライヤーの並行開発や、試作の
最少化ができる。

■MBD/MBRの期待効果－新価値の創造　Expected achievements with MBD/MBR - New Value Creation

①MBRにより背反関係にある断熱・吸音機能を高次元で両立させた世界初の素材・部品を開発。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （第74回（2024）自動車技術会 技術開発賞受賞）

②ドライバーの異常を予兆段階で検出する技術を開発。脳科学に基づき意識低下・無意識時の注意・視線
の誘因性を画像の色や輝度などから数値化できるサリエンシー※1でモデル化。

②AI活用で、CASE時代の複雑化した最適解探索に対応。従来の人・実機（試作・実験・
ノウハウ）に頼った開発から、大幅な効率化ができる。

産業界  MBD
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大学・研究機関  MBR

産学官共創
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モデルの事例

燃焼モデル

車両挙動モデル

単純化

mm

m

前後  ：

上下  ：

左右  ：

ロール ：

空力モデル

衝突モデル

車両

ユニット

部品

設計プロセス 評価プロセス 設計プロセス 評価プロセス

O
EM

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

一発OK

多くの試作が
必要

設
計
段
階
で
シミュレ

ー

ション
で
作
りこ
み

手戻り・試作数が
減る

従来の開発 モデルベース開発

手
戻
り
の
発
生

車両

ユニット

部品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

O
EM

実績例：試作車台数を従来比で約25％削減（マツダ社内）
実績例：エンジンのキャリブレーション工数を従来比で約50％削減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （マツダ＆Secondmind社）

AI活用

最適付近で、精度が良い
モデルを早期に作れる
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この辺りに存在する最適解
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（*） 左図は概念図。
色が明るいほど、
エンジン特性が良く、
青い点は計測点を
表す

従来は、最適解を得るため、膨
大なパラメータ空間全体を、網
羅的に探索していた。

MBD+AIにより、最適解の付
近でのデータで、高精度のモデ
ルが作れるようになった。

クルマユニット お客様

ニーズからのバックキャストによる効率的な研究開発

部品材料

熱・音でメカニズムは異なるが
共通因子を見つける

共通因子のモデル化で革新的な
断熱・吸音両立素材の創造

車両前方映像 注意が引かれやすい
モノは何か？

要
素
分
解

視線

運転中に注意が引かれる部分を定量化した
サリエンシーマップ

脳の視覚処理※2）

モ
デ
ル
化

サリエンシーマップ※3）

健常者の視線分布

＋
無意識的

意識的

＋
無意識的

意識的

運転に必要な対象にも意識的に視線を向けている

脳血管疾患の場合の視線分布

受動的に注意が引かれる箇所へ視線が偏る

※1） 注意を誘引する性質のこと
※2） 広島大学COIの研究成果
※3） 広島大学COIでの、共同研究成果の活用

モデルを共通言語とした研究と開発の境界を越えたシームレスな共創を実現

実績例：断熱・吸音の両立
（マツダ＆広島大学デジタルものづくり教育研究センター）

数式化
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